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へ
つ
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き
ま
す 

  ～田辺かずき事務所～ 
〒811-3103  福岡県古賀市 
  中央 1-6-41-203 
TEL   ： 092-692-8510 
FAX   ： 092-410-7730 

ﾒｰﾙ ： challenge@ 
          tanabe-kazuki.jp 

 【裏面もあります！】  
■１２月議会の詳報 
  地域防災の強化策 
■古賀のみなさんと 
  もちつきラッシュ 

古賀の「現場」を提示、事業強化へ 

□
新
た
な
年 

        
の
決
意 

議
員
と
し
て
、
地
方
政
治
家

の
一
人
と
し
て
、
ふ
る
さ
と

の
古
賀
、
福
岡
、
九
州
、
そ

し
て
国
家
の
発
展
に
つ
な
が

る
よ
う
、
力
を
尽
く
し
ま
す
。

政
治
は
「
現
場
主
義
」
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り
と 

 

２
０
１
３
年

が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
今
年

も
福
岡
県
議
会 
□
現
場
主
義
を
貫
く 

 

で
の
活
動
を
踏
ま
え
、
す

べ
て
の
議
会
で
知
事
に
問
題

提
起
を
し
て
き
ま
し
た
。
微

力
な
が
ら
、
政
策
提
案
が
実

を
結
ん
だ
も
の
も
あ
り
ま
す
。

直
近
の
昨
年
12
月
議
会
で
は
、

公
約
の
柱
の
一
つ
で
あ
る
防

災
対
策
を
テ
ー
マ
に
設
定
。

高
齢
者
や
障
が
い
者
の
皆
さ

ん
ら
災
害
時
要
援
護
者
の
避

難
支
援
を
確
立
さ
せ
る
た
め
、

県
と
し
て
市
町
村
の
取
り
組

み
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
よ
う
に

要
請
し
、
知
事
は
「
積
極
支

援
」
を
約
束
し
ま
し
た
。 

□
公
約
を
心
に
刻
ん
で 

 

私
の
公
約
の
柱
は
、
社
会

福
祉
の
充
実
や
防
災
対
策
の

強
化
、
中
小
企
業
や
農
林
漁

業
の
振
興
、
議
会
改
革
な
ど

で
す
。
こ
の
年
明
け
、
あ
ら

た
め
て
心
に
刻
み
ま
し
た
。

県
政
の
発
展
に
つ
な
が
る
よ

う
、
一
歩
ず
つ
、
着
実
に
取

り
組
ん
で
い
く
決
意
で
す
。

年
始
か
ら
Ｊ
Ｒ
古
賀
駅
や
千

鳥
駅
に
立
ち
、
あ
い
さ
つ
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す

が
、
ま
す
ま
す
寒
く
な
っ
て

い
る
の
を
実
感
し
ま
す
。
皆

さ
ま
も
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。 

県議会本会議で小川洋知事（写真左）に問題提起＝１２月議会 

！ 

地
域
を
回
り
、
地
元
の
皆
さ

ん
の
「
声
」
を
聞
か
せ
て
い

た
だ
い
た
う
え
で
、
住
民
課

題
の
解
決
の
た
め
、
小
川
洋

知
事
ら
に
政
策
を
提
案
し
て

い
き
ま
す
。 

公式ホームページ   http://www.tanabe-kazuki.jp/ 

ブログ(活動日記)  http://ameblo.jp/tanabe-kazuki/ 
政治活動を連日発信中！ 

質問・提案の趣旨 答弁者 答弁の内容 

防災対策の「個別計画」策定で市町村の支援強化を 知事 積極的に支援。事業の充実強化を図る。 

～田辺の一般質問のポイント～  

 

市
内
各
地
で
対
話
集
会

の
開
催
を
継
続
＝
11
月
30

日
、
小
山
田
区 

 

各
地
の
も
ち
つ
き
に
お

じ
ゃ
ま
し
ま
し
た
＝
12
月

23
日
、
鹿
部
区 

田辺一城の 

発 信 箱 

□
議
会
質
問
の
重
要
性 

  

私
た
ち
政
治
家
に
求
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
は
、
政
治
家

個
人
と
し
て
の
地
に
足
を
つ

け
た
活
動
だ
と
考
え
ま
す
。

政
治
家
を
特
権
的
位
置
づ
け

に
せ
ず
、
住
民
の
皆
さ
ん
の

「
声
」
の
代
弁
者
と
し
て
、

い
か
に
活
動
し
て
い
く
か
。

そ
の
実
現
の
た
め
に
、
今
年

も
古
賀
市
内
の
各
地
域
の
公

民
館
・
集
会
所
を
回
る
「
対

話
集
会
」
を
継
続
し
、
地
域

行
事
に
も
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
気
軽
に

お
声
か
け
く
だ
さ
い
。 

福岡県議会議員 

古賀発！ただいま 

県政刷新中！ 

第１０号 2013年1月発行 

 

私
は
就
任
以
来
、
古
賀 



     
1980年5月16日生まれ 
1987年／暁の星幼稚園 卒園 
1993年／花鶴小学校 卒業 
1996年／古賀中学校 卒業 
1999年／福岡県立福岡高校 卒業 
2003年／慶應義塾大学法学部法律学科 卒業 
      毎日新聞社 入社／福井支局 配属 
      原発事故や災害弱者、日本人拉致問題などを取材 
2006年／大阪本社社会部 配属 
      橋下徹・大阪府知事（当時）、大阪府警、甲子園、 
      福祉問題、地域活性化、国際紛争などに取り組む 
2011年／福岡県議会議員 初当選 
      毎日新聞社 退社 
〔所属〕   厚生労働環境委員会、 
        国際交流推進対策調査特別委員会 
            民主党福岡県第４区総支部 幹事長 
            民主党福岡県連青年・国民運動委員会事務局長 
 
〔家族〕 会社員の妻、５歳の長男、２歳の長女 
〔最近の私事〕 新年、家族で過ごすことができるわずかな 
時間を大切に。初詣は鹿部山の皇石宮、古賀神社などへ。 
／子どものころ、友だちとコマ回しに熱中した時期がありまし
た。ついにわが子にその技術を伝授。／まもなく小学校に入
学する長男にランドセルを購入。心待ちにしていたよう 
で、大喜びしてくれました。 

 

県
議
会
12
月
定
例
会
（
12
月
３
日
～
20
日
）
で
、
私
は
７
回
連
続

７
回
目
の
一
般
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。
知
事
に
対
し
、
高
齢
者
や
障

が
い
者
の
皆
さ
ん
ら
災
害
時
要
援
護
者
の
避
難
支
援
の
た
め
の
「
個

別
計
画
」
策
定
促
進
に
つ
い
て
問
題
を
提
起
し
、
知
事
は
市
町
村
の

取
り
組
み
を
支
援
す
る
た
め
に
「
（
県
事
業
の
）
充
実
強
化
を
図
る

」
と
の
方
針
を
表
明
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
関
し
、
知
事
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

新
春
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
１
月
４
日
放
送
）
で
も
同
様
の
方
針
を
述
べ

て
い
ま
す
。 

みなさんと 
ともに― 

古賀での活動  

公式HP http://www.tanabe-kazuki.jp/ 

ブログ   http://ameblo.jp/tanabe-kazuki/ 

 
 「

個
別
計
画
」
を
策
定
す

る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。 

 
 

知
事
は
私
へ
の
答
弁
で

、
「
個
別
計
画
に
つ
い
て 

、
全
て
の
団
体
（
市
町
村

）
で
早
期
に
策
定
が
実
現

で
き
る
よ
う
、
積
極
的
に

支
援
し
て
い
き
た
い
。
こ

の
事
業
の
内
容
に
さ
ら
な

る
工
夫
を
凝
ら
し
、
事
業

の
充
実
強
化
を
図
っ
て
い

き
た
い
」
と
表
明
し
、
事

業
の
発
展
的
な
継
続
を 

 

防災対策で市町村を積極支援 

 年末も古賀市内各地で「対話集会」を開催。鹿部区（古賀西・花鶴校
区）、舞の里３区（舞の里校区）、今在家区（青柳校区）、小山田区 
（小野校区）で、ご意見やご要望をいただきました。 
 古賀の年の瀬といえば、もちつきです。「地域の若手」として、古賀
交番前で開かれた交通安全もちつきはもちろん、千鳥小学校区福祉会、
花見東１区、古賀南区、鹿部区、日吉台区など各地でつかせていただき
ました。お声かけいただき、ありがとうございました。年末の防犯防火
特別警戒の出発式へも。地域の見守り隊や消防団など安全・安心のため
に活動してくださっている皆様に感謝いたします。 

！ 

 

東
日
本
大
震
災
な
ど
を

経
験
し
た
私
た
ち
の
社
会

は
、
災
害
時
要
援
護
者
が

地
域
の
中
で
、
素
早
く
、

確
実
に
避
難
で
き
る
体
制

を
整
備
し
て
お
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
最

大
の
ポ
イ
ン
ト
が
、
個
々

の
要
援
護
者
ご
と
に
、
誰

が
、
誰
を
、
ど
の
よ
う
な

手
段
で
避
難
さ
せ
る
か
と

い
っ
た
内
容
を
決
め
て
お

く
具
体
的
な
計
画
で
あ
る 

 

果樹議連でキウイ生産・加工現場を視察 
＝１１月９日、八女市で 

県産果樹の振興へ 
―  八女視察 

 

福
岡
県
議
会
に
は
超
党
派

の
果
樹
振
興
議
員
連
盟
が
あ

り
、
果
樹
栽
培
の
盛
ん
な
エ

リ
ア
を
地
元
と
す
る
県
議
で

構
成
し
て
い
ま
す
。
農
家
の

皆
さ
ん
が
温
州
ミ
カ
ン
、
山

見
阪
ネ
ー
ブ
ル
や
デ
コ
ポ
ン

、
イ
チ
ゴ
な
ど
を
生
産
し
て

く
だ
さ
っ
て
い
る
古
賀
市
の

県
議
と
し
て
、
も
ち
ろ
ん 

 この冬も芸術に触れました。恒例となった「第
九」演奏会を堪能し、市立図書館で開かれた「『
古賀市・周辺の野鳥』写真展」では古賀の魅力を
再認識。糟屋地区美術展の表彰式では、地域の県
議を代表して祝辞を。文化・芸術は人間の営みそ
のものです。 
 古賀の農業まつりには家族で参加。農林漁業は
この国の根っこ。子どもたちも大喜びでした。Ｊ
Ａ粕屋本所で開かれた粕屋農業まつりにも参加さ
せていただきました。  

 そして、「まつり古賀」。農商工が息づく
まち。その魅力を満喫できる一大イベントで
、子どものころから親しんできました。今回
の目玉のひとつは「K-1（古賀の一品）グラン
プリ」で、私も審査員の一人として参加。ま
つりに出店された皆様、実行委員会の皆様に
深く感謝を申し上げます。 
 このほか前号では触れられなかった秋のイ
ベントとして、古賀西校区のグランドゴルフ
大会、鹿部区文化祭、リズム体操のつどいな
どにも足を運ばせていただきました。 

花
見
東
１
区
の 

 
 
 
 

 

も
ち
つ
き
に
も
参
加 

ま
つ
り
古
賀
の 

 

開
会
式
で
あ
い
さ
つ 

朝のししぶ駅で 
県政報告を配布 

12月議会 一般質問 

 私はワークショップに参加し、防災意識の向上につ
ながっていると強く実感しました。防災の基本は、個
々人や地域の主体性、積極性。ある男性も「住民はみ
んな協力的で、自分のこととして参加できている。今
までは『聞くだけ』の講習会が多く、自分たちで考え
、動く機会はあまりなかった」と話し、効果を実感し
ている様子でした。 
  また質問への答弁では、福岡県における個別計画の
策定状況が１８.３％にとどまっている現状と、４年
後の２０１６年度末までに９１％を目指す方針が示さ
れました。 
  私は、県が目標を達成するために、個別計画の策定
を今回のモデル地区以外の地域を含む県内全域に早急
に波及させられるよう、「引き続き、さらなるノウハ
ウの伝達などを含めて、（市町村を）しっかりとサポ
ートできる事業として発展させてほしい」と要請しま
した。 
(質問と答弁の全文は公式ＨＰで読むことができます) 

質問のきっかけ ～ 古賀で開催の 
ワークショップの「現場」 

約
束
し
ま
し
た
。 

 
 

実
は
質
問
の
発
端
は

、
古
賀
市
内
で
開
催
さ

れ
て
い
る
防
災
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
す
。
県
事

業
の
「
モ
デ
ル
地
区
」

に
選
ば
れ
た
県
内
19
市

町
村
の
23
区
域
で
開
か

れ
る
も
の
で
、
古
賀
市

で
は
古
賀
団
地
区
と
花

鶴
丘
３
丁
目
区
の
２
カ

所
が
選
定
さ
れ
て
い
ま

す
。 

 

私
も
メ
ン
バ
ー
に
入
っ
て
い

ま
す
。
11
月
９
日
、
キ
ウ
イ

フ
ル
ー
ツ
で
全
国
ト
ッ
プ
の

生
産
量
を
誇
る
八
女
市
を
視

察
し
、
生
産
や
出
荷
、
加
工

の
現
状
を
学
ば
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
東
京
で
開
か
れ
た

都
道
府
県
議
会
議
員
研
究
交

流
大
会
（
11
月
13
日
）
に
も 

参
加
し
、
大
規
模
災
害
の
発
生

時
に
地
方
議
員
と
し
て
何
を
な

す
べ
き
か
、
東
日
本
大
震
災
と

福
島
第
1
原
発
事
故
の
経
験
を

踏
ま
え
、
宮
城
や
福
島
の
県
議

さ
ん
か
ら
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

（
い
ず
れ
も
詳
細
な
報
告
は
公

式
Ｈ
Ｐ
や
ブ
ロ
グ
に
あ
り
ま
す

） 

＜田辺かずき プロフィール＞ 


